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「人口地理学」と題する本・；りは上下2咎，総ページ1000

ページ余の大作であって，経済社会地理学芯i!tの1巻と

して出版された。人口地理学とは，地球上への人IHl(/）tl{

視，その数，性質，分布状態．移動状況．屈住地域の自

然に加えた変化などを研究する学IU]であるとされる。人

間は生存のため計画的にその謀様を改魯してきたのであ

って，・人問労釉の艇跡は地球上いたるとこるに迫されて

いる。跨者はこのような人11:l]労揺の成果を分析し，これ

をつくりだした人IHりについてその孤性格，人数、出生

率，死亡率，年齢構成，男女比などを明らかにし、それ

が形成する地域社会の過去，現在，未来の姿をとらえる

ことを試みる。本i!tはこのため也宮な統iii費料を用い，

歴史的，考占学的研究を参照しながら，．W.界の各地域に居

住する人閾集団あるいは経滸社会の成長を人口学的，地

理学的立場から分析しており，主として地域社会の住民・,

自然条件が経済に及ぽす影菩に視点を向けているのであ

る。地域研究，とりわけ低開発地域の研究を行なうに当

たって熊祝できない問題は経済，政浩，社会の諸現象が

複雑な相関関係をつくりあげていることであっ＿C,研究

老は社会科学の各部門に舟'i9iflしなければならない。＊四

は政治という問題は捨象しているが，人口学，地狸学の

側碇から地域社会を解fPiしようとしており，地賊研究の

一方法として注目に値Lよう。近くイギリスで木i!｝の炎

語版が出版される予定である。

著者ジャクリース・ボージゥ・ガルニェは］917年フラ

ンスのオート・ルワール県ヒ＇ュイに生れ， 1948年「モJ¥t

ヴァンの自然研究」によって学位をえた。現在リール文

科大学教投であって，同大学地理学研究所長を兼ね，ま

tごノルボンス大学でフランス文l.!I]論を識筏している。著
f5には L・ Economic du L'Ameriq1ヽeJ.ati加（拙武
『ラテン・アメリカの経済』白水社）， L'Eco”omicdu 

Mojen-Orient, Le-Moruan ct sa Bordure, Le Relief 

de la France, Image Eco11omique du Mondeなど経済

地理に関する著作が多い。
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上巻；こおいては1:1人の居住地J成をとりあげヨーロッ

バ，南北アメリカ，大洋州［こついて論ずる。ョーロッパ

についてみれば，第 1迎で死亡率0)祓少，出生率の変化，

ョーロッパ内での移生などの語現象にみられる人口的革

命を論じ，第2f;i'.においては都市化と工業化，大都市ヽ；

出現をとりあげてヨー C ッバにおける科密人口の形成過

程を解明する。第 3 硲では20世紀中第 1•こおける人口上の

諮現象を，第4揺 Cは人口面での付・l鎖｛生，フランスを中

心とする旅児制滋住宅槌設の諾問題を論ずる。

次にヨーロッバ系人種の届住池戒として南北アメリカ

およびオーストラリア，ニュージーランドをとりあげるC,

アングロ・サクソン民族の）芭住地域であるアメリカ合衆

国については，人「lの形成と移動，自然斑脱，都市の発

展，無人問題，賭産業の生産性を，カナダについてはイ

ギ，）ス人およびフランス人の共存，西部の征服と人口分

布，工業同としての発殷を論ずる。

主と Lてラテン民族が移住したラテン・アメリカにつ

いては，この地城の住民が地球J.:(J）あらゆる人稲の混血，

融合によって形成された点に大きな特徴があるとする。

すなわら他の地坂に移住した白人（ま，たとえ土狩人と隣

り合って沿し，あるいは黄色人稀や無人の支配地坂に居

住している場合にも，土沿人との問には必ずl恥ヽ墜をつ

くっている。それにもかかわらずラテン・アメリカにお

いては白人があらゆる他の人種とlfll.を混えているのであ

って，かくも多様の此血人が存在する土地はほかにはみ

られない。これがラテン・アメリカの社会発展を支配す

る本質的要素であって，将来混血稲族が一歴その数を増

し．ラテン・アメリカにおいて支配的勢力と｀なるに至る

ならば， 1!.!:界史におけるラテン・アメリカの地位に決定

的な変化を生ずるであろう．という。

第1¥「人種と住民．）においては混J(rl人口の起源を羞

じ，紀元前2万年ないし 1万年の固に行なわれたとみら

れるペーリング海峡を経由するアジアからの移住および

大平洋上の諸島を経由する移住によって，原住インデ/

アン人口が形成されたとする。 15批紀コロンプスの新大

陸発見にともないスベイン人，ボルトガル人が移住し，

アフリカ）迅人の翰入が行なわれ， 19・世紀初頭ラテン・ 1

メリカ諸国が独立したのちは世界の各地から多数の移民

が流入し，複雑な祝1(11人口が形成された。第2章 I・人日

の分布と移弱）」においては，不規則な人口分布をもたら

した1原1・村として第 1に自然条件， とくに気候をあげる。



亜熱符J也域における湿気を伴った身さが人｛わこ与える影

昏，なかんずくヨーロッパ人に与える悪彩や9を述べ，文

明に挑戦する密林についてはアマゾンにア・メリカ人が造

ったフォード・ゴム殷脳失敗の例をひいて，いかにアマ

ゾン流戚の森林I}り発が1且雌であるかを治ずる。第2の理

由として歴史の追脱をあげ、伝人したスペイン人が労拗

カの必要から原住民人口の糊密な地域に定住した事t打を
明らかにする。ついで人「1分布の型を示し，人口の移動

については此村から祁会への動き，東部油洋から内陸部

ヘ，山岳部から西部海岸平野への移動，アンチール諸島

から中米あるし、はアメリカヘの移動を述ぺる。

第3平「蚊近の人口動態；においては，人口の増蚊に

影掘「る語・要因として位1飩，食itt・Ilt1i'i，衛生，自然哨加
をあげる。食生活の役困I・よ民衆の健謀をいちじるしくそ

こない，稲々の疾刹の原因となっ―こいるが，最近死亡率

は次第に低下してきた。他方出生率はなお高く，人口構

成はいちじるしく若い。人口増）JIl率は依然として裔いの

で，増加する人Uに食柑を供し，あるい(・titmの機会を

与えるなどの径済上の間題を生ずる。批産食科，しの生産を

増加するためには特に土地所布制度の改革が必要とされ

るが，土地再分氾を実腕した国の実梢をみると，再分配

後の塁菜指迎が充分行なわれなかったためかえって股業

生産の低下をもたらした。したがって農地制庇の改＇（平

当たっては技術的条件の賂備が深刻な問題となる。また

未開発の可耕地が多いので， 1開発を進めることにより可

耕地面訳を拡張し，比菜生産を叩加しうる余地はなお大

きい。

農村から都市への人口移勁はラテン・アメリカに広く

みられる現象である。しかしこれら長村からの逃避者が

都会で満足できる戦業とみつけえたというわけではな

い。逃避は股村の生活条件があまりにも低いために生じ

た現象であって，設業貿金はプラジ）11，メキシコで平均し

て工業賃金の3分の 1にすぎない。工業化によって戦を

うる人々の数は増加しているが，工業・労働者としての適

格性をもつ人口はごく少なく，技術者も不足しているこ

とがラテン・アメリカにおける経済構造の変容に大きな

陣宮となっている。これらの点について箸者は詳細な統

計資料を駆使し，地域経済1こ影評を及ぽす自然と住民の

諸条件をきわめて詳細に分析し，説得力ある論議を展開

してい召。
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下巻においてほアフリカ，中東，麟lアジア，社会主

吝評

義問諸国をとりあげる。 i限料アジア地僻の人IM]生活の特

後としてき著者は第1に飲困をあげ，農民は飢えと致困の

極Igいで生活しているという。次にこの地域で米が極めて

重炭な役割を油じていることを指摘し，極凍における往

困の方（危薬であるという。飢饉iこも面•tえて多くの貧しい

人々が生存を続け．アフリカ人なら当然死んだであろう

苛酪な条件のもとでも生活しているということは．ーに

この神秘的な穀物に貞うている，と米が東南アジアの住

民の生活と切り邸すことのできない関係にあることを強

渦し，日本についても米食民族である点を特記している。

米と小炎の栄投価の比較はさておき，米と東南アジア民

族との関係について(/)氾述はわれわれからみて介異の惑

がなくもないが，これがフランス人の東洋に対する一般

的理解であるうか。

次いでE本：こ言及し， 日本はイギリスに似て大陸から

海によって煕てられ，アジアにおける近代化の先駆者と

なり，その技術水準は近燐語l覗の水準をいちじるしく上

回っていると述ぺ，それにもかかわらずその経済と技術

の進)~は削造によってもたらされにものではなく，狡倣

の段階にとどまっていることを指摘し，日木の歴史を概

説して知の経済の怠速な発展(•ま，叩砂ような曲力な金

淑集中機構と低位金とによってもたらされたものである

という。

過剰人口の間姐については，これが日本人の生活のす

ペてに影抒しているとし，人学拭験あるいは就戦試験に

脅やかされる刊少年，インテリ百年の自殺などの例をあ

げている。他方過剃人口1叫国の解決のために最近とられ

ている人口政策，すなわち出生の自発的制限は多くの袋

うべき現象を生じていることについて述ぺる。 1つは人

エ流姫が母体に与える悪影抒であるとし，日本における

出産制限の史梢を細かく分析してあまりにもデスペレー

トな政策がとられていることに筍きの戸をあ汗ている。

他は出生率の減少による人口構成の老化であって，将来

の経済成長に問題をt~げかけると笞告している。

著者のアジアに対する理解にはなお間期があろうが，

フランス人， しかもフランスでも珍しいとされる女性大

学教授のわが国人口政策に対する批判はかなりきびし

く，われわれが日常の事件としてその重大性を往々にし

て兄すごしているような社会／tl題を鋭く指摘しているの

である。

（アジア経済研究所調査研究第3部 大原美範）
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